
調査研究蒙報

-鳥取県上原遺跡出土遺物の調査

悶I帰国気多1市街か毒H長居宅とみられる遺

跡で、1978-821，joに発射され、土器と瓦の

捌査をIJfl始。J二附1*トには、赤色主主彩に数

柿!ft~があり、 lïでは軒瓦の一部が隣国の

伯誉回分寺と同箔であることが判明。製

作技法上枚目すべきものが多い。

(山中敏史)

.御子ヶ谷遺跡出土文字資料の調査

l駿河l主|志太郡術とみられる御子ヶ谷遺跡

山土の木簡・よUtil-土器の釈文や製作技法

なとeのN調子to赤外線テレビによる調査

で、新たに「税長Jの文字を釈読できるな

どの新知l見を得た。また、 L込書土器でも

釈文の改訂を行い、製作古1\位・~十極・製

作技法などにも注意して在日祭し、同築関

係についても検討。(山中敏史・ 渡辺晃宏)

・河南省章義市唐三彩窯の踏査

名古屋大学名将教授桝附彩一氏をjiliじ

て、河南省文;物考古研究所からの唐三彩

窯共同 R'I~1iの嬰請があり、 5 月に中国側

の意lilJ確認と現地の下見を行った。新規

事業として予tP8f;Jと。平成12年3月、 |町

11]所長、fIl辺部長、王聞と共に現地を訪

ね、友好共同研究議定告を交わし、今後

の詩，~脊日 |・酪を協議。(巽淳一部)

・京都を中心にした近代日本庭閣の研究

所内制別研究伐の交付を受け、「京都を

中心にした近代日本!送協|の研'先J(140ペ

ージ)を300部印刷 ー刊行。筆者の学{立論

文(J998"1ミ3)-1.京都大学)に加怨したも

の。明治-1Ir!和初JYIの京都の造園家 小

川治兵衛(純治)の作庇に|則する考察と

同H刺YIの日本耐l家の廃図への関与につい

ての考察。 (小野健吉)

.国際会議Aげ99に参加

19991，Io 5 )-J 17-20日、 ローマ大学で行わ

れた íA r l ' 99 一 第 6 四国際文化財 ~I:破峻

illリ定会誠一jにて説W(を行った。i1ii組"

the application of high-energy X-ray CT 

in the examination of archaeological 

objects excavated in ]apan"によって、

X線CTに附する最新の研究を紹介した。

(村上 隆・肥爆隆{呆)
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